
広瀬・吉田 :GenusA1onostromaヒトエグサ属の生活史 19 

SummaI'y 

The author images that alanine wilI be synthesized from acrylic acid whieh 

comes from dimethylpropiothetin. 

Alanine was synthesized Jrom acrylicacid and ammonia solution and about 95 

per cent of ac.ry.Iic acid was converted to alanine in the laboratory. 

It should be noted that acrylic acid， which has been detected in Chlorophyceae， 

Phaeophyceae and Rhodophyceae by gas chromatography technique may be derived 

to alanine by algae in the process of .assimilating ammonium nitrate or nitrite. 
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Genus MOJlostromaヒトヱグサ属の生活史

広瀬弘幸*・吉田啓正林

H. HIROSE and K. YOSHIDA: A Review of the Life 

History of the Genus MOllostrollla 

H. KUNIEDAI5) が 1934年にヒトエグサ属 Monosl1'omaをアオサ科 Ul.

vaceaeから分離してヒトヱグサ科 Monostromaceaeを新設したのは，ヒトエ

グサ属の 1務の生活史に基づいていたものであった。同校の報告した積では

その本体は配偶子を形成する体だけがあって，配偶子が合体して生じた接合

子は決して多細胞体に生育することなし単細胞の cystの姿で長日月存続

し，やがて cystの内容の全部が波定子になり，放出された瀞走子が発芽して

本体になるの乙のような生活史の型がヒトエグサ属内のすべての種に共通し
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20 藻類第12巻第 l号昭和39年4月

た性質として認められるであろうととを惣、定して新科が設か.されたのであっ

た。 cystを長日月培養してついに悌走子の放出を見届けた KUNIEDA'町の仕

事はまととに賞讃さるべきものであるが，接合子が次第に直径を増して，内

容が多数の遊離した細胞になる乙とは既に J.REINKE'町(1878)が M.bul. 

losum (淡水産)について図示しているし， N. CARTER5) (1926)も接合子を数カ

月間培養して直径の増大した cystを M.latissimum について観察図示して

いるし， KUNIEDAも既lζ K.MIYAKE and H. KUNIEDA'6) (1931)の中でその

ととを報じている。残念なととに，核細胞学的な裏付けがいまだにないので

生活史の各時期の核相が果して単相なのか複相なのかが決められないので，

アオサやアオノりの生活史中の各世代と相同の世代が比較確認し得ないうら

みが残されている。ただ，わずかに CARTER町がM.lati・'ssimumの配偶子形

成の際の細胞分裂は普通の体細胞分裂であるとと，また F.MOEWUSl7) (1938) 

が M.wittrockiiの cyst内l乙形成された 32個の瀧走子の発芽後，$数の 16

個が雌性本休になり，残り半数の 16個が雄性本休になる乙とを明らかにし

塁笠?金望墾=Oil a 

号~~O~←寸+G与叫←命十件0ト同←4十引?ト判←→十i
Lマ一?糾料朴4十十←ωOγ
(乙ぐ :ロ¥z正 !撃盤盤ι企一一F一〕JJω々JJJOJJぷ??引的り) 

Fig. 1. Three developmental courses of zoospores， a-course 
builds disc， b-and c-course do not build disc. a;“sac-
with-disc course". M. arcticum， M. angica'1..a， M. gre'1-'illei， 
l¥{. leptodermum and M. zostericola. b ;“sac-without-
disc course'¥M. fusculll var.ゅ，lendens，M. nitidum， 

M. tubiforme， and M. wittrockii. c;“plate-without-disc 
course". !vl. latissimum， M. undulatulll (=M.ρulchrum). 
d;“plate with-disc course" which has never been 
discovered， but will probably be discovered. 
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広瀬・吉田 Genus/o.lolloslromaヒトエグサ属の生活史 21 

て， cyst内での遊定子形成時の細胞分裂は減数分裂であるとし，従って本体

の核相は単相であるとした研究があるばかりで，直接減数分裂を図示した研

究が皆無であるのはまことに残念な乙とである。 MOEWUSl7)の結果が正しい

ものとすれば，本体(配偶子)・cyst型の世代交代をもっ生活史を示す種類，す

なわち M.wittrockii， M. nitidum， M. angicava， M. grevi・llei，M. latissimum 

の5種では多分本体(配偶子)の核相は単相 (n)で cystは複相 (2n)との想像

が可能になる。

生活史に関する知見

生活史の記述を簡単にするために，次の様にする。

本体lζは配偶子を形成する体だけが存在する場合は本体 1(配偶子)と記

し，本体が瀞走子を形成する体だけの場合は本体 1(瀧走子)と記し，本体lこ

2種あってひとつは配偶子を形成し，他方が雌走子を形成する場合は，本体

2 (配偶子と世(j定子)と記す。接合子または脱走子の発芽後の発展の際，まず

水平な平而内で多方向lこ分裂して盤状休を作る場合lこは“盤状体 (disc)を作

Fig. 2. Yariuus types uf the alternatiun uf generatiuns uf the genus 
λ1011 oslrom a. A; thaIlus (gamete)屯ysttype. M. allgi山 va，11.1. gnωil・

lei， M. latissimllm， N1. lIitidllm， and M. wittrockii. B; thaIlus (zoo. 

spore)・cysttype. M. 1l1ldlllalllm (M.ρIllchrllm). C; thaIlus (zoospore)・

品lamenttype. /0.1. leptodermlll/l. D; thaIlus (gamete).thaIlus (zoospore) 
type. /0.1. fusculIl var.宅:plelldem. E， F; non-alternation type， zoospore 
in E with two cilia of M. arcticum and 1V1. tubiforme and in F with 

four cilia of 1V1. zostericola. 
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22 潔類第12巻第1号昭和39年 4月

る"と記し，幼体のきわめて初期だけ，あるいは初期からずっと後までも先

の閉じた円筒またはなかぶとりの護状の体を経る場合には，すべて“護状休

(sac)を作る"でいいあらわし，発生の最初から裂状体を作らず，細胞 1層の

ままで伸びあがる場合には“平体(plate)"と記す。接合子または滋走子の発

芽直後の構造が直接型 (immediatetype)か間接型 (mediatetype)であるかの

別は猪野俊平町(1947)の定義に従う。また，服点その他何によらず存不存を

示すためには+またはーの記号を使用する。

ヒトエグサ属の生活史中，配偶子または梯定子を形成する本体は勿論ひ

とつの世代であるが，瀞走子を形成する糸状体も cystもいずれもひとつの

世代とみなす。

ヒトエグサ属の生活史は今日までに発見された道筋を比較すると次のよ

うに分類する乙とができる。

1. 生活史中に 2世代が存する bigeneration。ひとつは本体(配偶子)か本休

(遊走子)であり，他は cystか糸状体かまたは本体(悦定子)である。

1. 大きさと形の異なった 2世代 heteromorphousが交代する。本休(配

偶子)または本体(遊定子)と cystまたは糸状体とが交代する O

(1) 本体(配偶子)または本体(雌走子)と cystとが交代する(第2図A，B)ω

A. 本体(配偶子)-cyst型(第2図A)。配偶子を作る本体と滋走子を作

るcystとが交代する。瀞走子の繊毛は常に 4本である (M.bullosu1Jt 

もこの形式ではあるが，瀞定子の発展コ戸スが欠のいずれかであ

るかは不明である)。

a. cystから放出された遊走子の発展は盤状体を作る袋状体コース

sac-with-disc courseである(第 l図的。…… M.angicava (第3

図 1)，M. grevillei (第 3図2)。

b. cystから放出された滋走子の発展は盤状体を作らない袋状

体コース sac-without-disccourseである(第 1図b)υ …… M. 

nitidum， M. wittrockii (第3図的。

c. cystから放出された瀞走子の発展は盤状体を作らない平

体コース plate-without-disccourseである(第 1図c)。 …… M. 

latissimum (第 3図 4)。

d. 激走子の発展が盤状体を作る平体コース plate-with-disccourse 

をたどる種類の存在も考えられる(第 l図d)が，現在のと乙ろこ
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広瀬・吉田 GenusAlollostromaヒトエグサ属の生活史 23 

、百二ご①「
V λ  

1 Z/♀A 金←相
11. ang1cava M. grevillei 

H. arcticum 

Fig. 3. Hitherto known cycles of the life histories of the genus MOllostroma. 
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24 潔 類 第12巻策 1号昭和 39年4月

の型を示すものは知られていない。

B. 木休(跡定子)・cyst型(第 2関B)。梯走子を作る木休と悦走子を作

る cystとが交代する。

c. cystから放出される瀞走子の発展は盤状休を作らない平休コー

ス(第 1図c)である。… H ・M.undulatum (=M. pulchrum) (第 3悶5)

跡走子の発展コ F スとして上記A内の a，bコ戸スは 2っともなく，

cのみである。

(2) 木休と糸状休とが交代する(第 2関 c)。

との場合，木休(跡定子j一糸状休).Nだけが知られている。 J庁定子を作

る木{木と前走子を作る糸状休とが交代する。乙の糸状休は水li.lこはっ

ている。しかも，糸状休から放1I1された選定子の発展は上記a盤状を

作る褒状休コースだけであって， b， cコ戸スは知られていないの.

M. 1，φtodermum (第 3図6)。

また上記A型にあたる木休(配偶子)一糸状休もまだ知られていない n

2. 大きさと形が同じである 2tu:代 isomorphousが交代する。木休(配仙

子)と木休(i伴走子)とが交代する。従来知られたアオサ，アオノリの一

般型と同じである。乙の場合，接合子の発展コースも櫛定子の発展コー

スも同じであって， いずれも盤状休を作らない褒状休コ戸ス(第 1図b)

をたどる(第2図D)。……M.fuscum var. splendens (第 3図7)。

11. 生活史中l乙1世代だけ存する unigeneration。配偶子を作る本体はまだ勾l

られていなくて，瀞走子を作る本体ばかりであり，滋走子の発展は盤状休

を作る褒状体コースと盤状体を作らない護状体コ F スとがみられる。 i傍走

子l乙は 4本の繊毛を作る種と 2本の繊毛を作る種とがある(第2関 E，F)。
a. 木体から放出された滋定子の発展は盤状休を作る褒状休コ戸ス (Fig.l

a)をたどる。

α. 繊毛4木。……M.zostericola (第3関8)。

s. 繊毛2木。…...M. arcticum (第 3関9)。

b. 本体から放Ihされた泌走子の発展lこは轍状休を作らない褒状休コ戸ス

(第 1図 b)をたどる。繊毛は 2木のものだけが知られており， 4木のもの

は知られていない。・・・ H ・M.tublfo7"1ne (第3関問。

以上を要約すると
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広瀬・吉田 GenusMonostromaヒトエグサ属の生活史 25 

(，.. (A.子て;工は (a. 盤状体を作る嚢状体コ戸ス・・・ H ・M.grevillei， 

I(日I--l-:碍す| lL4.mgicam 

1./1./*/駐日 ~b 轍状休を作らない嚢状休コ F ス M. nit伽 n，
21割引(父W4| M.zui昨 'ockiil叩 I'J~配代織';1
性l すí~I{悶 毛~Ic. 盤状体を作らない平体コース… H ・M.latissimum 

民|世|交IB. 本体(潜走子}syst交代 (瀞定子の繊毛はすべて 4本)
ぁ|代|代l~:... M~ '~~d~la~~;; (--:'M: p~lch-::U-;) 
一 ・(2) 本体一糸状体交代'"..， M. leptode7明 um

2. 同期2世代……M.fuscumvar. splelldcns 

I a. 盤状体を{α 時走子の繊毛は 4木・・・ H ・M.zostericola 
11. I 作る嚢状(

代! 休コース Is. 櫛走子の繊毛は2本・....・M.arcticum 

ばIb 盤状体を作らない嚢状休コ F ス 繊毛は 2木
......Aι tubifo17nc 

種別の記述

1. MOllostmma allgica'l'a KJELLMAN エゾヒトエグサ。 Y.YAMADA 

and E. SAIT03吋1938)pp. 43-47.新附擬敏町(1946a) p. 76. Y. YAMADA29l(1932) 

p.109.一一一_30l(1935) p. 293. 時間~~2町 (1939) p. 1248. 

本体 1(配偶子)。異型配偶子，繊毛2本，眼点+0cyst+。瀞走子，繊毛

4木，限J点、+。生活史の型は Thallus(gamete)・cysttype (第2図A)。発生は

盤状休を作る褒状体コ戸ス(第 1図a)。全生活史は第3図の 1。

2. M. arcticum WITTR∞K.P. Ko悶 MANNund P.H. SAlll..ING14l (1962) 

pp.305-307. P. Ko悶 MANNI3l(1963) pp. 63， 65. 

本体 1(悌走子)。梯走子，繊毛2本，限点+0 cyst-。発生は盤状体を作

る褒状休コ F ス(第 1図a)。生活史の型は本休(瀞走子)のみ(第2閲E)。した

がって，世代の交代は存しない。金生活史は第3図9。

3. M. fuscum (P. et R.) WI'ITR. var. splendens (RUPR.) ROSENVINGEオ

オヒトエグサ。 TA'百，WAKI25l(1963) pp. 381-387. 

本体2(配偶子と瀞走子)。同型配偶子，繊毛2本，限点+。発芽は直接型.

発展は盤状体を作らない褒状休コース。務定子，繊毛4本，眼点+。瀞走子

の発芽は直接型。その後の発展は盤状体を作らない護状体コ F ス。滋走細胞

の放出孔は定形円形。生活史の型は第2図D。金生活史は第3図70

4. M. grevillei (THURET) WI'ITRI白 Kウスヒトエグサ。 E.ScHRElBER2町
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26 五車類第12巻 第1号 昭 和39年4月

(1942) pp. 414-417. S. SUNESON24) (1947) pp. 235-246. K. IWAMαro") (1960) 

pp. 99， 100. P. Ko貯 .MANNI2)(1962) pp. 303-305. P. KORNMANN und P-H. 

SAHLING14) (1962) pp. 195-202.殖国三郎，岩本康三，三浦Irp，14ff28) (1963) p. 153. 

P. KORNMANNI3) (1963) pp. 63-65. 

本体 1(配偶子)。異型配偶子，繊毛2木，眼点+0cyst十。 vff走子，繊毛

4本，根点+。発生は盤状体を作る護状休コース，雪量状構造は後々まで存続

する(第 1図a)。生活史の型は第2図A，全生活史は第 3図の 2。

5. M. latissimum (KUETZING) WITTROCK ヒロハノヒトエグサ。新崎

盛敏2)(1946 b) pp. 281-287.一一一一町 (1949)pp. 137-143. 瀬木紀男21)(1956) 

pp. 314， 315.瀬木紀男，後藤和四郎2幻 (1955)pp. 1-5.一一一回】 (1956)pp. 55-

60. N. CARTER5) (1926) pp. 665-689. 時田部26)(1939) p.1248. K. IWAMOTO") 

(1960) p. 98.殖国三郎，岩本康三，三油、l沼Ufi28)(1963) pp. 153， 154. 

本体 1(配偶子)。同型配偶子へ繊毛2本，限点+0 cyst+ 0 iJfi走子，繊毛

4*，日艮点+。発芽は直接担。 発展は盤状体を作らない平休コ戸ス(第 l灰l

c)。生活史の型は第 2図A，金生活史は第 3図40

滋走子の発芽後の発展については， IWAMOTO川 (1960)によると盤状休を

作る平体コ戸スとしたが，新崎，湘i木両氏は盤状休を作らないとしているの

で，岩本の結果は再検討を要すると考える。

6. M.leρtodermum K]ELLMAN. P. KORNMANN und P-H. SAHLING14) 

(1962) pp. 312-316. P. Ko悶 MANNI3)(1963) p. 66. 

本体 1(瀞走子)，乙の滋走子は繊毛4本，滋走子は 150Cで培養すると発

芽して水平に拡がった糸状休となる。糸状体上lζ瀧走子褒を生じ，繊毛4本

の瀞走子を生じる。 乙の瀞走子の発展は盤状体を作る翼状体コ戸ス(第 1図

a)。木休の基部には護状体の名残りの筒状の部分が残存している。しかし本

体から放出された昨走子を 3__40Cで培養すると水平に拡がった糸状休の|世

代を経ないで盤状休を作り裂状休となって本休lζ発展する。生活史の型は第

2図c。全生活史は第3図6。糸状休を経ないで本体!こまで発育する cycle

は単にiJjf走子による繁殖とみなすべきである。本種と M.zostericolaとは，

その本体だけでは外見上はなはだ区別しがたいが，生活史のちがいが大きな

差異であるの

* CARTER5) (1926)は異型配偶子としたが，同氏の図版をみると，乙れは同型とすべき

ものと考えられる。他の諸学者はすべて同型としている。
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広瀬・吉田GenU5J.l.lonostromaヒトエグサ属の生活史 27 

7. M.nitidum WITTROCKヒトエグサ。新崎盛敏吋1946b) pp. 281-287. 

一一一_1)(1946 a) pp. 74， 75.一一一的(1949)pp.137-143.瀬木紀男，後藤有l

四郎23)(1956) pp. 55-60.広瀬弘幸町(1959)p. 457. V. J. CHAPMAN町(1962)pp. 

53，54， 313. 

本体1(配偶子)。同型配偶子，繊毛2本，眼点+0cyst+o 佐走子，繊毛

4本，眼点+。瀞走子の発芽は直接型。発展は盤状体を作らない護状体コー

ス(第1図b)。生活史の型は本体(配偶子〉ーcyst型(第2図A)。全生活史は第

3図3。

瀬木2日 (1956)は M.nitidumの瀞走子は発展して盤状体を作ると報じ，

乙の盤状体より褒状体が発生するものと考えたが，盤状体がふくれ上がるの

は実際には観察していない。なお名倉闇一郎1的(1921)p. 7lの本種の図は幼

体の姿が嚢状体である乙とを示している。

今，乙乙に留意しなければならない乙とは，前述の M.latissimumと

M. nitidumとの 2種の区別は，はなはだ困難な場合が多く，乙とに両種が混

生している場合には特にその感が深い。したがって，極端な場合，両種が全

く逆IC.混同される場合もあり得るので，今後の研究には，生活史の全経過(第

3図3および 4)と材料の種名との関連を充分に検討した上で実施しなければ

ならない。

8. M. pulchrum F ARLOW シワヒトエグサ。

本種は分類学的に M.undulatum WrπR.の synonymにされるべき乙

とを TOKIDA27)(1954)も KORNMANNund SAHL町G10(1962)ものべているの

で一応同種とする。したがって生活史は 10.M. undulatumのところでの

べる。

9. M. tubiforme IWAMOTOラッパヒトエ。K.IWAMOT011) (1960) pp. 

93-96.殖国三郎，岩本康三，三irlillB雄日)(1963) pp. 153-155. 

本体 1(瀞走子)0 好走子，繊毛2本， .1岐点+0iJJr定子の発芽は直接型。発

展は盤状体を作らない裳状体を経て本休lこまで発育する(第 l図 b)。生活史

は本体(i!在走子)だけで世代の交代はない。生活史の型は第2図E，金生活史

は第 3図10。

10. M. undulatum WITTR民 K シワヒトエグサ。 Syn.M. pulchrum. Y. 

YAMADA and E. SArro32) (1937) pp.47-49. Y. YAMADA and M. TA'百 WAKI33)

(1959) p.483. P. KORNMANN und P-H. SAHLING10 (1962) pp. 308-312.吉田啓
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正副(1964)pp. 8-14. J. TOKlDA27) (1954)p. 61.時国保26)(1939) pp. 1248， 1249. 

新崎盛敏1)(1946 a) pp. 78， 79. P. Ko悶 MANN13)(1963) pp. 63-65. 

本体1(瀞走子)。瀞走子は繊毛4本，限点一。瀞走子の発芽は間接型でそ

のまま cystになる。 cyst内に形成された櫛走子は繊毛4本，眼点一。乙の

櫛定子の発展は盤状体を作らない平体コ F スをたどる(第 l図c)。生活史の

型は本体(瀞走子)-cyst型(第2図F)。本種の生活史の探究の結果は YAMADA

and SAlT032) (1937)もKORNMANNund SAHLINGU) (1962)も吉田34)(1964)もす

べて同じ結果を得ている(第 3図5)。

11. M. wittrockii Boru宙 r.C. BL田町G4)(1935) pp. 60-62. F. MOEWUS'7) 

(1938) pp. 357-441.時田郷2的 (1939)p. 1249. 

本体(配偶子)。同型配偶子，繊毛2本，限点+0cyst十。瀞走子，繊毛4

本，眼点+。発展は盤状体を作らない護状体コース(第 1図b)。生活史の型

は，本体(配偶子)・cyst型(第2図A)。全生活史は第3図3の M.nitidum I乙

同じである。 BL田町G叫 (1935)は本体から放出される櫛走細胞は雌性配偶子

であるとし，乙れが単為発生的lこ発芽して本体になったと報告している。ま

た MOEWUS17)(1938) は前述のように，本体の核相が~.相である，乙とを明らか

l乙しTこ。

12. M. zostericola TILDENモツキヒトエ。 Y.YAMADAandT.KANDA初

(1941) pp. 217-221.新崎盛敏。(1946a) pp.76-78. Y. YAMADA and M. TATE-

WAKI33) (1959) p. 483. 

本体 1(瀞走子)。瀞走子は繊毛 4 本，限点一。櫛定子の発~:は直接型，発

展は盤状体を作る主題状体コ F ス(第 1図a)。生活史の型は第2図F。全生活

史は第3図8。最近 TA'官 WAKI2町 (1963)は文末において，山間幸男との共同

研究の結果，本種の盤状体に配偶子の形成されたととろを発見したと記して

いるので，乙の点がくわしく発表されれば，生活史が書き改められるかも知

れない。

13. M. bullosum THURET.“R. CHODAT7) (1894) pp.134-142" 

本種は淡水産であるが， RE別回同 (1878)の書いた本種の配偶子と cyst

の図が FRITSCH町 (1935)中にのせられである。乙れをみると，本種は本体(配

偶子)・cyst型の世代交代(第2図A)であるととがわかるが，原著を見る機会

がなかったので本文から除いた。

掴筆するにあたり，貴重な文献を多数貸与された東京大学の新崎盛敏博
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士及び徳国広氏に対し深基なる感謝の意を表します。

Summarv 

1. All knowledges were reviewed especially as regards Iife histories of the 

genus Monostroma， being based upon studies concerned hitherto published. 

2. Here were shown diagrams of life histories of those species which were 

already more or less studied. Diagnoses of species were described merely regard-

ing their methods of reproduction， modes of spore-development， and types of 

alternation of generations. Species described here are as follows: 1. M. angicava， 
2. M. arcticum， 3. !vl.fuscum var. splende1/s， 4. M. grevillei， 5. M. latissimum， 6. 
M. leptodermu/II， 7. M. nitzdum， 8. M. pulchrum， 9. M. tubiforme， 10. lvl. undula-

tum (=pulch1"1U1I)， 11. M. wittrockii， 12. M. zostericola， 13. M. bullosu11l. 

3. Life histories of the present genus can be arranged as below so far as 

above 13 species are concerned. 

1. two generation alternate， one generation is gamete-or zoospore-producing 

thallus and another one is cyst， filament， or zoospore-producing-thallus. 
1. two generations heteromorphous， gamete-producing-thallus or zoospore-

producing-thallus alternates with cyst or filament. 

(1) gamete-producing-thallus or zoospore-producing-thallus alternates with 

cyst (Fig. 2 A， B). 

A. gamete-producing-thallus alterna包swith cyst (Fig. 2 A). 

a. development of spore of“sac-wi出-disccourse" (Fig. 1 a). 

・1.M. aJ/gicava (Fig.3-1) 

.4. M.gr，ωillei (Fig. 3-2) 

b. development of spore of“sac-without-disc course" (Fig. 1 b). 

・7.M. Ilitidum (Fig. 3-3) 

11. .¥1. toiUr，血:kii

c. development of spore of“plate-without-disc course" (Fig. 1 c). 

・5.M. latissimum (fig. 3-4) 

d‘ development of spore of“plate-with-disc course". 
unknown (Fig. 1 d) 

B. zoospore-producing thallus alterna飽5 with cyst (Fig. 2 B) and zoo-

spores which are derived from cyst go on “plate-without-disc course" 

(Fig.1 c). ...・H ・H ・H ・.....・H ・..10. lvl. ullduωtUIll (Fig. 3-5) (ルJ.pulchrum) 

(勾 zoospore-producing-thallusalternates with filament (Fig. 2 c)， develop-
ment of zoospores which are derived from filament go on“sac-with-disc 
course" (Fig. 1 a).………...・H ・.....・H ・-しH ・H ・..6. M. leptodermum (Fig. 3-6) 

2. two generations isomorphous， gamete-producing-thallus alternates with zoo-
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spore-producing-thallus， (Fig. 2 D)， development of both zygotes and zoospores 
of“sac-without-disc course" (Fig. 1 b). 

・3.1vI. jIlsc UIIιvar.ゅlendens(Fig.3-7) 

11. one generation in a life history， namely， zoospore-producing-thallus only 

(Fig. 2 E， F). 
a. development of zoospore goes on “sac-with-disc course" (Fig. 1 a). 

tl. zoospore four ciliate. ...・H ・.....・H ・..…...・H ・..… 12.M. zostericola (Fig. 3-8) 

fI. zoospore two ciliate.…H ・H ・.....・H ・-……・……・ 2.M. arcticum (Fig. 3-9) 

b. development of zoospore goes on “sac-without-disc course" (Fig. 1 b).・

・・ 9. M. tubiforme (Fig.3-10) 

引 用 文 献

1)新崎盛敏 (1946a):青海苔.水産増産叢書 2:73ー79. 2)一一一一 (1946b):アオサ科

及びヒトエグサ科植物の胞子の発茅11:就いて.生物 1(5-6): 281-287. 3)一一一一一 (1949): 

伊勢三河湾産のヒトエグサに就いて.日水会誌 15(3): 137-143. 4) BLIDING， C. (1935): 

Sexualitat und Entwicklung 1::ei einigen marinen Chlorophyceen. Svensk Bot. Tidskr.， 

29 (1) : 57-64. 5) CARTER， N. (1926): An investigation into the cytology and biology 

of the Ulvaceae. Ann. Bot.， 40: 665-689. 6)CHAPMAN， V. J. (1962): The Algae 

54， 55， 312. 7) CHODAT， R. (1894);“Remarques sur le 1I101l0strollla bullosum 

THURET. Bull. Soc. Bot. France， 41: 134-142". 8) FRITSCH， F. E. (1935): Structure 
and Reproduction of Algae 1: 212-217， 226. 9)広瀬弘幸 (1959):藻類学総説:457. 

10)猪野俊平 (1947):海藻の発生:216. 11) lWAMOTO， K. (1960): On four species of 

MOllo昨 omain Tokyo Bay. Jour. Tokyo Univ. of Fish.， 47 (1): 94-101. 12) KORN-

MANN， P. (1962): Die Entwicklung von Monostroma grevillei. Helgol. Wiss. Meere-

sunters.， 8 (2) : 195-202. 13)一一一一・ (1963):Die Ulotrichales， neu geordnet auf der 
Grundlage entwickIungsgeschichtliche Befunde. Phycologia， 3 (2) : 60-68. 14) KORN-

MANN， P. und P. H. SAHLING (1962): Zur Toxonomie und Entwicklung der MOllos-

troma-Arten von Helgoland. Helgol. Wiss. Meeresunters.， 8 (3) : 302-320. 15) KUNI-

EDA， H. (1934); On the life history of 1vlollostroma. Proc. lmp. Acad. Tokyo， 10 

仰:103-105. 1め MIYAKE，K. and H. KUNIEDA (1931): On the conjugation of the 

gametes and the development of the zoospores in Ulvac印 e.Jour. Coll. Agr. Imp. 

Univ. Tokyo， 11 : 341-357. 17) MOEWUS， F. (1938): Die Sexua.Jitat und der Genera-
tionswechsel der Ulvac，配 Il und. Untersuchungen uber die Partheno耳eneseder Ga-

meten. Arch. Protistenk. 91: 357-441. • 18)名倉関一郎 (1921):愛知県水試報告 24(1): 

17. 19) REINKE， J. (1878):“むberdie. Monostroma bullosωTHURET und Tetra-

aψ01官 lu必ricaKUETZ. Pringsh. Jahrb.， 11: 531ーペ 20) SCHREIBER， E. (1942): Uber 

die geschlechtliche Fortpflanzung von Monostroma gn四 illei(THUR.) und Cladophora 

rupestris (L.). Planta. 33: 414-417. 21)綴木紀男 (1956);ヒトエグサの海l己於ける発生

- 30 



抄 録 31 

11:就いて.三重県立大水産学部紀要 2(2) : 312-316. 22)瀬木紀男，後藤和四郎 (1955): 

ヒロハノヒトエグサの遊走胞子11:就いて.藻類 3(1): 1-5. 23)一一一一，一一一一(1956): 

青海苔とその養殖に就いて.藻類 4(2) : 55-60. 24) SUNESON， S. (1947): Notes on the 

life-history of /o.101l0slrollla. Svensk. Bot. Tidskr.， 41: 235-246. 25) TATEWAKI， M. 

(1963): The life history of l¥Iollostro川 ajilSCl/1Il var. sj，lendells. Bot. Mag. Tokyo， 76: 
381-387. 26)時間航 (1939):縁部アオサ科植物の生活史11:関する研究.植物及動物 7(7): 

1247-1256. 27) TOKlDA， J. (1954): The marine algae of southern Saghalien. Mem. 

Fac. Fish. Hokkaido Univ. 2: 61. 28)殖間三郎，岩本康三，三浦昭雄 (1963):水産植物

学:153-155. 29) YAMADA， Y. (1932): Notes on some Japanese algae III. Jour. Fac. 

Sci. Hokkaido Imp. Univ.， 1 (3) : 109. 30)山田幸男 (1935):水産学上特11:藻類11:関する

最近の諸問題.植物及動物 3(1): 291-302. 31) YAMADA， Y. and T. KANDA (1941): 

On the culture experiment of 11[01/οstrollla zosterIcola and EI/teroll/orpha I/ana var. 

lIlII/IlIla. Sci. pap. Inst. Algolog・Res.，Fac. Sci. Hokkaido Imp. Univ.， 2 (2) : 217-221. 

32) YAMADA， Y. and E. SAITO (1938): On some culture experiments with the 

swarmers of certain species belonging to the Ulvaceae. Sci. Pap. Inst. Algolog. Res. 

Fac. Sci. Hokkaido Univ.， 2 (1) : 43-49. 33) YAMADA， Y. and M. TATEWAKI (1959) : 

Life history of /0. [Ol/Ostrollla. Proc. IX lnt. Bot. Congr. 2: 483. 34)吉田啓正 (1964): 

IIfol/ostr，οlIla仰 IrhrumFARLOW における禁状体の初期発生について.藻類 12(1): 8-14 

抄録

ラン藻，緑藻の耐i束性

HOLM-HANSEN， O. Viability of blue-green and green algae after freezing. 

Physiol. Plantarum 16: 530-540 (1963) 

藻類の低温に対する影響については，現在まで多くの仕事がなされている(照本・藻類

6 : 99-106 (1958)参照)。著者は藻類細胞の凍結による影響は， Phycologyの多くの領域の

中でも最も興味あり，また重要なもののひとつであるといっている。なにはともあれ，こ

の実験はラン藻，単細胞緑藻が低慌においての生存可能な限界をわれわれに示してくれて

興味がある。

常に氷点以下(ロス向)の気瓶で，最も緩い月でも平均気温は約一30Cといわれる南極

大陸のラン藻，緑藻が分概されている。この実験で用いられた藻類は， 1960年にロス鳥

(7i"30' S.， 168000' E.)から半径 1007"イル以内で採集されたものである。比較される藻類

はウイスコンシン付近の各地から分離されたものである。凍結はー100C，-250C， -300C， 

-700C，ー1960Cの各温度で行なわれたが，最も興味あると恩われるところを表にして

みるの
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